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水耕栽培彙樹の養分吸収におよぼす水温の影響
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1ま え が き

桑の発芽 。発育並びに収量と地温との関係については幾

つかの報告がある》D° tしかしながら,従来の研究は主
として生理学的な観点から行われたもので,栄養生理的な

面からの研究は極めて少なく,その詳細についてはほとん

ど明らかにされていない。このため,著者らは積雪寒冷地

における桑園の施肥改善に関する基礎的資料を得る目的で

水耕法を用い,桑の養分吸収並びに樹体内の化学的組成に

及ぼす地下部の温度の影響について検討した。以下はその

結果の概要である。

2 実 験 方 法

予め水薪栽培しておいた桑苗 (2年生吉条挿床苗,桑品

種 :剣持 )の中から発育の斉一なものを3個体選び出し,

対照区 (常温 )。 高温区(32℃ )及び低温区 (16℃ )の 3

区を設けて1976年 6月 18日 から1カ 月間,硝子室内駄 耕

栽培した。水耕液組成は東野によつて作出されたものを用

いた。栽培して得られた桑は水洗して,水耕液を十分に除

去したのち葉,枝条及び根に分けて乾燥・粉砕し,以下の

分析に供した。

a)全窒素はセミミクロケルダール法によって定量した。

つ 無機成分 :灰化後,粗灰分及びケイ酸(Si。 2)は重

量法, リン酸(L05)は比色法,カ リ(聰 0)は炎光法によ

って,力 ′レシウム(CaO),マ グネシウム(M80), マンガ

ン(MnO),亜鉛(Zno),銅 (CuO)及びアル ミニウム

(A■203)は原子吸光光度法,ホ ウ素 0)は クルクミン法に

よってそれぞれ定量した。

6 実験結果及び考察

桑の枝条伸長は図1に示した通りである。対照区が最も

優れ,高温区がこれに次いだ。低温区の場合には試験開始

7日 日ごろから生育が緩慢になり,22日 日ごろからの伸長

はほとんど停上した。試験終了時に枝条を上,中,下部に

3分 し,それぞれの基部の径を測定 したところ,対照区に

比較して高温区では上部が大く,中部及び下部がやや細く,

低温区では上,中 ,下部ともかなり細く,中でも上部にお

いては対照区の52る であった(表 1)。 このような傾向は

根においても観察され,特に低温区の根の発達は他の 2区

に比較して極めて貧弱であり,根色も黄色部分が少なく灰

褐色をおびていた。
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図 1桑の発育・ 伸長

表 1 桑の条径の部位別比較

tL.条径の測定は校条を3等分し,それぞれの基部につ
ついて行なつた。

桑の器官別収量及びその割合については表 2に示した通

りである。葉,枝条及び根の乾物収量は対照区が最も多く,

高温区がこれに次ぎ,低温区が最も少なかつた。器官別割

合については高温区では対照区に比べて枝条及び根の割合

が高くて葉の割合が低く,低温区では高温区と逆の傾向を

示 した。

桑の無機成分量の様態については図 2に示した通りであ

る。高温区及び低温区の各無機成分量は対照区に比較して

一般的にはい傾向を示 したが,葉については高温区ではホ

ウ素,マ ンガン,カ ルシウム, 力,,銅,マ グネシウム,

全窒素及びリン酸が高く,低温区では銅及びマグネシウム

が高かった。枝条については高温区では亜鉛,全窒素及び

ホウ素が高く,低温区では各成分とも低かつた。更に根に

ついては高温区ではケイ酸,マ ンガン,ホ ウ素,カ ルシウ
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ムが高く,低温区ではホウ素,ア ルミニウム,マ グネシウ

ム及び亜鉛が高く,桑の器官によってその様態は大きく異

なつていた。しかし,試験期間中に樹体内に吸収された各

無機成分量については (図 3)高温区では対照区に比較 し

て,マ ンガン及びホウ素はそれぞれ9¢及び7¢ 多かった

が,亜鉛,ア ルミニウム,マ ′ネツウム, リン酸,銅,ケ

イ酸,カ ツ,全窒素及びカルシウムはいずれも少なく,そ
れぞれ対照区の60,65,71,80,32,84,89,94及 び
97%であつた。一方,低温区における吸収量の抑制はさら

に著しく,亜鉛,ケイ酸,マ ンガン, リン酸,カルシウム,

アルミニウム,マ グネシウム,カ リ,ホ ウ素,全窒素及び

銅はそれぞれ対照区の6,15,22,23,23,23,25,

27.27,31及び50¢程度に過ぎなかつた。

表 2 桑の器官別乾物収量とその割合

低二区 宙こ区 低ユ区 薔ユ
`

図2 桑の器官別無機成分比較
― 対照区の各成分含有率を100と した指数―

水稲)う 及び大表Pを低温下で水耕栽培した場合には,

水稲ではPq,320,NH4,S04,K,MCが ,大麦ではK,
P04,N03,H2q ca,Mg等 の吸収が低下し,中でもP04,

Kの吸収が特に抑制されるといわれており,又,水稲等に

おいては冷害時におけるリン酸多用の効果が指摘されてい

る。今回の実験においては,高温区,低温区ともリン酸の

図

` 
無機養分吸収量

一対照区を100と した指数―

吸収が抑制されたが,その抑制の程度は明らかに異なり,

低温区における吸収低下は顕著であつた。このことは積雪

寒冷気象条件下の桑園におけるリン酸月巴料の重要性を示 し

ているものであろう。しかし一方において,亜鉛,ケイ酸

及びマンガンの吸収がリン酸の場合以上に■刷 され,又 ,

カルシウムについてもかなりの吸収低下が認められるとい

う事実は,今後 リン酸施肥の改善と相侯つて,こ れらの成

分についても検討する必要があることを示唆しているよう

に思われる。

4摘    要

桑の養分吸収に及ぼす地下部の温度の影響についてはほ

とんど明らかにされていない。このため積雪寒冷地におけ

る桑園の施肥改善に関する基礎的資料を得る目的で,対照

区 (常温 ),高温区 (32℃ )及び低温区 (16℃ )の 3区 を

設けて,桑 を水耕栽培し,桑の養分吸収及び発育・収量と

の関係を調査した。

1 桑の発育・収量は対照区>高温区>低温区の顔であつ
たが,器官別割合の比較では対照区に比べ高温区では枝条

及び根の割合が高くて葉の割合が低く,低温区では高温区
の逆の傾向を示 した。

2 高温及び低温処理によって,養分の吸収が抑制された。
しかし,その抑制の様態は著 しく異なり,高温区 :Zn>
A■〕>M8'>P〕 >Cu〕>Si〕>K〕>N〕>Ca, 低温区 : Zn>
Si>Mn>P>Ca>“ >M8>K>B>N>Cuの 順で,特
に低温区における養分吸収の低下は頭著であつた。
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